令和○○年○○月○○日

　
○○○○○学専攻

　　　　専攻主任　○　○　○　○　　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　予 備 調 査 会

○○氏は令和／平成○年○月に○○○○○学専攻博士後期課程に入学以来○年○月が経過しています。この期間に同氏は〔○○○○○○○○○○○○○○研究〕の結果を○報の原著論文（印刷中を含む）に公表しています。また学術研究のみならず、応用研究にも興味と才能を持ち、既に○○件の特許（教員と共同出願）を出願しています。予備調査会においては、これらの発表論文を詳細に検討し、また同氏の発表論文に対する貢献度を調査した結果、同氏は総合理工学府規則第１４条のただし書き及び「博士課程の修了要件に関する申し合わせ（平成２７年７月２１日教授会承認）」に掲げられた「優れた研究業績をあげた者」の要件を全て満足しているものと判断しました。

　以上の結果から、予備調査会は○○○○氏が〔在学期間短縮に該当する〕との結論を

得ましたので、専攻指導教員会議において判定を頂くようお願い申し上げます。

令和○○年○○月○○日

「在学期間短縮」による学位審査のお願い

 　　総合理工学府長　殿

○○○○○○専攻主任

○　○　○　○　　印

○○氏は令和／平成○年○月に○○○○○学専攻博士後期課程に入学以来、○年○月が経過しています。この期間に同氏は〔○○○○○○○○○○○○○○研究〕に関する研究結果を○報の英文原著論文（印刷中を含む）に公表しています。これらの発表論文を詳細に検討し、また同氏の発表論文に対する貢献度を精査した結果、同氏は総合理工学府規則第１４条のただし書き及び「博士課程の修了要件に関する申し合わせ（平成２７年７月２１日教授会承認）」に掲げられた「優れた研究業績をあげた者」の要件を全て満足しているものと判断しました。なお、講義においても既に１０単位〔注：研究留学生特別コースの場合は１２単位〕を取得しております。
○○○○専攻では、このような研究業績から○○○○氏は「優れた研究業績を上げた者」である「在学期間短縮」に該当すると判断し、同氏の学位審査をお願いする次第で

す。

審　　　議　　　経　　　過

１．令和○○年○○月○○日

○○○○○○学専攻指導教員○○○○教授は本専攻博士課程○年在学の○○○○氏の期間短縮による学位論文提出について、専攻主任に申し出た。

２．令和○○年○○月○○日

　　これを受けて専攻指導教員会議は、○○○○氏の研究業績の予備調査を指導教員を含む○名からなる予備調査会に委嘱した。

３．令和○○年○○月○○日

　　予備調査会を開催し、調査結果をまとめた。

４．令和○○年○○月○○日

　　専攻指導教員会議を開催し、予備調査会の報告に基づき審議の結果、○○○○氏は在学期間短縮により論文提出の資格がある者と判定した。

５．令和○○年○○月○○日

　　同専攻主任○○○○教授は、優れた業績と認定した理由を添付し、論文目録（または業績書）及び略歴書とともに〔注：論文目録（または業績書）及び略歴書を添付ください〕学府長に提出した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　理　　　　　由　　　　　書

○○○○○○学専攻主任

　　　　　　○　○　○　○　印

大学院総合理工学府博士課程の修了要件に関する申し合わせに基づき○○○○氏の研究業績を研究内容及び公表論文より評価し、優れた研究業績をあげたものと認定した。○○○○氏の公表論文は別紙のとおりであり、「○○○○○○○○○○研究」において、高く評価される研究成果を挙げ、その成果が国際的評価の高い学術論文誌に掲載されている。　

